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はじめに

学術情報センターは創立以来14年目に入り、関係者の皆様のご支援とご協

力のお蔭で、順調に発展してきました。千代田区一ツ橋に建設中の本部建物

も本年度中には完成の予定で、素晴しい環境のもとで研究開発の推進と事業

の展開が可能になることとうれしく思っております。

ネットワーク事業、目録所在情報事業、データベース事業、電子図書館事

業、国際事業及び教育研修事業は、昨年に引き続き発展をとげており、対米回

線の150Mbpsへの増強はもとより、オープンシステム対応の新目録所在情報

サービスをはじめWWWで検索できる目録所在情報サービス（Webcat）や研究

者公募情報サービスなどの提供が好評を博していることは喜ばしい限りであり

ます。これらの詳細については本要覧を参照して頂くこととして、今回は目下

話題となっている事柄、すなわち学術情報センターを母体とする改組・拡充に

よる、大学共同利用機関としての「情報研究の中核的研究機関」設立の動向につき、ご説明したいと思います。

平成9年以来、日本学術会議勧告「計算機科学研究の推進について」及び学術審議会建議「情報学研究の推

進方策について」が相次いで出され、文部省ではこれを踏まえて「情報分野における中核的な学術研究機関の

在り方に関する調査協力者会議Jを設置しました。平成10年3月にとりまとめられたこの会議の報告書には、

学術情報センターを母体とする改組・拡充によって、大学共同利用機関として情報研究の中核的研究機関を設

立するという方針が示されています。これをうけて文部省は情報研究の中核的研究機関の準備調査に関する事

務を処理するため学術情報センターに、準備調査室を設置するとともに、情報研究の中核的研究機関の組織運

営などの重要事項を審議する機関として準備調査委員会を設立しましたO

この委員会は平成10年8月に中間報告を公表して広く意見をもとめるとともに関係研究機関等を訪問して意

見を聞き、これらの意見をふまえて更に審議を重ね、平成11年3月に「情報研究の中核的研究機関準備調査委

員会報告」を発表しました。この報告書によれば、情報に関する総合的な研究及び開発並びに学術情報基盤の

開発・整備及び学術情報の活用に係わる業務を行い、かつ情報の専門家の育成にも貢献することを目的として、

「国立情報学研究所（NationalInstitute of Informatics）」（仮称）を、学術情報センターを母体とした改組 ・拡充

により、大学共同利用機関として設置することとされています。

この報告書では、「基幹的研究分野」として、情報学とソフトウェアの基礎、アーキテクチャ、ソフトウェア

システム構築、知能と情報の関わり、人間 ・社会と情報の関わり、学術研究と情報の関わり、情報学の他の学

問分野への応用の7研究領域をあげるとともに、学際性 ・総合性を持った研究分野での横断的な研究課題の設

定の必要性を指摘しております。

また研究体制につきましては、理論から実用化への一体的研究の推進、国際貢献及び国際社会への発信、開

放性及び機動性に配慮した研究者の任用、研究成果の社会における活用、大学院との連携などに配慮すべきこ

とを示しています。

さらに学術情報ネットワークの構築 ・運用、学術情報データベースの形成 ・提供や大学図書館職員等に対す

る教育 ・研修の事業の充実に努めることにより、我が国の学術情報基盤の強化に貢献すべきことを指摘してい

ます。また学術情報基盤の整備に関するシステム開発や運用にあたっては、情報研究と開発・事業との相乗効

果を重視すべきことを示しています。そしてそのための組織として、研究活動と連携してシステム開発・運用

の業務を行う開発 ・事業部（仮称）や実証研究センター（仮称）などを置くことが適当であるとしています。

この報告書を踏まえ、平成11年4月からは「情報研究の中核的研究機関の創設準備室Jが学術情報センターに

設置され、「情報研究の中核的研究機関創設準備委員会」が発足し、活発な活動を開始しています。学術情報セン

ターの教職員一同は、全力を尽くして「国立情報学研究所」（仮称）の実現へ向けて努力を傾注する所存でありま

すが、関係者の皆様におかれては、 一層のご指導とご支援を賜わりますよう、 心からお願い申し上げます。

平成 11年6

学術情報センタ一所長猪瀬 博



目的及び沿革

目的

学術情報センターは、国立学校設置法により国立大学共同利用機関として昭和61年4月に設置され、全国的・

総合的な学術情報システムの整備を推進する中枢的な機関として、学術情報の収集、整理及び提供並びに学術情報

及び学術情報システムに関する総合的な研究及び開発を行っている。

沿革

昭和48(1973）年 10月 学術藩議会第3次答申（学術振興に関する当面の基本的施策）におい｜

て、基本的政策として、「学術情報の流通体制の改善についてj提言｜

昭和51( 1976）年 5月 東京大学情報図書館学研究センター発足 ！ 
昭和53(1978）年 11月 文部大臣から学帽議会問問後における学術情報システム i

の在り方についてJ諮問
昭和55(1980）年 1月 学術審議会から文部大臣の諮問に対して答申 ｜ 

昭和55～58（’80～83）年 文部省において「学術情報センターシステムの開発調査」実施 ｜ 

昭和56～60（’81～85）年 文部省において「学術情報センター設置調査j実施 ｜ 

昭和58(1983）年 4月 東京大学文献情報センター（学内共同教育研究施設）に改組 ｜ 

昭和59(1984）年 明 東京大学文献情報センターが学内共同利用施設から全国共同利句3月 コンピュータシステム
用施設に改組 （ 導入（HITAC M-280H) 

12月 目録所在情報サービス開始 i 
一一一一一一一一一一一』一一一↑一一一一一一一一一一一一一

昭和61( 1986）年 4月 学術情報センターの設置（東京大学文献情報センターを改組）｜

昭和62(1987）年 4月 学術情報ネットワークの運用及び情報検索サービス開始 伺1月 コンピュータシステム更
昭和63(1988）年 4月 電子メールサービス開始 ｜ 新（HITAC M-680H) 

平成元（1989）年 1月 学術情報ネットワークの国際接続（全米科学財団：NSF) 伺1月 コンピュータシステム
4月 国際電子メール（CSNETと接続）の試行サービス開始 ！ 更新（HITAC M-684H/ 
12月 学術情報ネットワークの国際接続（米国議会図書館：LC) j ~卜682H)

平成 2(1990）年 1月 学術情報ネットワークの国際接続（英国図書館：BU I 
4月 国際電子メール（CSNET及びBITNETと接続）の本格サービス開始｜

大学等の研究者等提供データベース受入事業開始 ｜ 

6月 民間助成研究成果概要データベース等の形成開始 ｜ 

平成 3(1991)年 3月 英国の研究図書館における目録システムの試用開始 ！ 
平成 4(1992）年 4月 図書館間相互貸借（ILL:Inter-Library Loan）システムの運用開始側1月 コンピュータシステム

インターネット－パックボーン（SINET）の運用開始 i 更新（HITACM・880/
平成 5(1993）年 11月 日本科学技術情報センターとゲートウェイによるデータベース 1 420、M-880/210)

の相互利用開始 ｜ 

平成 6(1994）年 4月 英国図書館原報提供センター（BLOSC）とのILL接続サービス開始｜

1 1月 千葉分館竣工（電子計算機棟）

WWWサービス開始 ！ 
平成ア（1995）年 10月 学術情報ネットワークの国際接続（タイ王国） ； 

平成 8(1996）年 4月 国立国会図書館との｜しL接続サービス開始 伺1月 コンピュータシステム
1 1月 創立十周年記念式典を挙行 ｜ 更新（HITAC M-5800/ 

平成 9(1997）年 3月 国際高等セミナーハウス竣工 I 31 o、MP5000H及び
4月 電子図書館サービス開始 I SPARC) 
5月 研究者公募情報提供サービス開始 ! 
1 1月 総合目録データベース3000万件突破 ！ 

平成10(1998）年 2月 英国NACSIS-CAT参加機関の図書所蔵登録件数10万件突破；

4月 総合目録データベースWWW検索サービ、ス（WebCat）本運用開始｜

2 



お哉組

係
係
係
係

務
事
交
協

庶
人
国
研

係
係
係
係
係

流
力

務
財
理
度
設

際
究

総
管
経
用
施

課務総

課計ム一品部理洋町
田

係

係

係

係

係

用第一
用第二
資料

同利
同利
報

共

共

情

シ

シ

共同利用諜

理
務

管
業
ム
ム

ア

ア

ス
スシステム管理課運営協 ～融員会

係
係
係

理
用
管
運
業

ク
ク
一
一
事

ワ
ワ
ト
ト
際

ツ
ツ
ネ
ネ
国

ネッ トワ ー ク課

データベ ー ス管理係
文献デ ー タベース係
電子図書館係
数値画像データベース係
研究者情報係
調査係

データベース課

部業事

ネットワーク委員会

係

係

係

係

係

係

情報
情報
力

録

録

協

画

第

第

目
白

E
 

書
誌
図

雑

相

企

指

指

目録情報課

データベース委員会

導
導

情報図書館学研究部門
情報管理学研究部門
データベ ー ス研究部門
情報利用学研究部門
記号科学研究部門

総合目録委員会

課修研会員委金課

明！日情報システム教育室

学術情報研究系

教育研修部

紀要編集委員会

システム工学研究部門
ソフトウェア工学研究部門
ネットワーク工学研究部門
国際情報流通システム研究部門
統合メディア処理システム研究部門
分散統合処理研究部門
知識処理研究部門

※超高速通信方式研究部門
※超高速画像情報処理研究部門

開発統括研究部門
※高品質ネットワーキング開発研究部門
※フルテキストコンテンツ開発研究部門

人文・社会系研究部門
理工系研究部門
生物系研究部門

※印は客員研究部門

システム研究系

研究開発部

--l情報研究の中核的研究機関創設準備室 ；

研究動向調査研究系

開発研究系

貝

管理部 事業部 教育研修部 研究開発部 創般準備室
所長 副所長 合計

事務官・妓宮 事務官・按官 事務官 教授 助教授 助手 教授 事務官

27 44 6 
(4) (4) 

20 2 2 
(8) 

16 15 134 

定

（ ）書きは客員分で外数

（単位千円）(I頁）研究所算 （平成ll年度）予

計

金 10,627.458 
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3.学術情報システムの仕組み

学術情報システムは、人文、社会、自然科学の

全分野の学術情報を対象とし、全国の国公私立大

学等の参加のもとに、学術情報センターを中心

に、大学の大型計算機センター、総合情報処理セ

ンタ一、情報処理センター、図書館、大学共同利

用機関等をコンビュータとデータ通信網で結合

し、大学等の研究者が必要とする学術情報を迅

速・的確に提供する全国的、総合的な情報流通シ

ステムである。これはまた、大学外の民間や諸外

国の情報システムともリンクして、大学外の研究

者への情報提供も可能とするものである。

主な機能とサービス

l ）世界で生産される学術雑誌等一次情報の網羅

的収集とその提供サービス

2）全国の約680の大学等の図書館が所蔵する図

書約2億冊及び約300万種の雑誌の目録所在

情報データベースの形成とその迅速・的確な提

供サービス

3）大学、大学共同利用機関等で生み出される多様

な研究成果、数値データ、画像情報等のデータ

ベースの形成と検索サービス

4）学術雑誌等を中心とした電子図書館の形成と

提供サービス

5）高度な学術情報の流通に最適芯八一ドウエア

の開発、情報の管理、データベースの形成、電子

図書館等の研究開発等総合的な研究開発

6）他の情報システムと結合して、大学の有する先

駆的、独創的な情報資源の民間や国公立試験研

究機関などの研究者への提供サービス

ア）諸外国の情報ネットワークと接続の上で、我が

国の大学等の研究者の研究成果の海外への紹介

4 

大型計算機センタ－

l .システムへのアクセスポイント

2専門領域データベースサービス

3大型計算機能

北海道大学
東北大学
東京大学
名古屋大学
京都大学
大阪大学
九州大学

研究者
l.データベースの検索

2専門データベース形成

3一次情報の作成

総合情報処理センター等

情報処理センター

l.システムへのアクセスポイント

2専門領域データベースサービス



各大学等の図書館

1情報検索の窓口

2一次情報の収集・提供

3目録所在情報の形成

国公私立大学

放送大学

国公私立短期大学

国公私立高等専門学校

分野別外国雑誌センター

1一次情報の網羅的収集・提供

2 目録所在情報の形成

情報通信の基盤

学術情報センター
1計画・連絡調整

2学術情報に関する研究開発

3学術情報ネットワークの構築・運営

4目録所在情報データベースの形成・提供

5各種学術情報データベースの形成－提供
6教育研修

医学ー生物学系
大阪大学附属図書館生命科学分館
東北大学附属図書館医学分館
九州大学附属図書館医学分館

理工学系
東京工業大学附属図書館
京都大学附属図書館

農学系
東京大学農学部図書館
鹿児島大学附属図書館

人文－社会科学系
一橋大学附属図審館
神戸大学附属図書簡

国文学研究資料館
国立極地研究所
宇宙科学研究所
国立遺伝学研究所
統計数理研究所
国際日本文化研究センタ一
国立天文台
核融合科学研究所
岡崎国立共同研究機構
分子科学研究所

基礎生物学研究所
生理学研究所
高エネルギー加速器研究機構
素粒子原子核研究所
物質構造科学研究所
国立民族学博物館
国立歴史民俗博物館
メディア教育開発センター
大学入試センター
学位授与機構

国立学校財務センター

大学共同利用機関等

1専門的一次情報の収集・提供

2専門領域データベースサービス

大学外及び圏外の研究機関

（他の情報システムとのリンク） 学会活動支援

科学技術振興事業団

海外とのデータベース交換・接続

など

只）



4.学術情報ネットワーク

学術情報センターでは、日本全国の大学、研究

機関における学術情報の流通を促進するため、研

究者のワークステーションなどが接続されている

学内LAN等の相互接続を目的とする学術情報

ネットワークを運用している。学術情報ネット

ワークは、全国の接続拠点（ノード）にATM交換

機及びIPルータ等の設備を設置し、これらの聞を

高速ディジタル回線で接続する、学術研究専用の

情報通信ネットワークである。

本センターの全国研究者向けの情報検索サービ

スや電子メールサービスも、このネットワークを

介して行われている。

さらに、学術情報ネットワークは、国際的な情

報交流を促進するために英米等の圏外ネットワー

クとの相互接続を推進している。

また、産・宮・学の研究情報の交流を促進する

ため、省際研究情報ネットワーク（IMnet）及び民

間ネットワークとの相互接続を行っている。

今後は、ますますデータの大きくなって行くマ

ルチメディア通信等に対応するため、 ATM交換

機及びディジタル回線の強化を図って行く。

学術情報ネットワーク加入機関数

公立大学

51 
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平成ll年6月現在

制

一
四 766 

合計

学術情報センヲー

一つのノード機関

電話回線額ち爾Fつセスポイント設置
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5.目録所在情報サービス

目録所在情報サービスには、目録システムと図書館間相互貸借システムがある。

目録システム（NACSIS-CAT) 
目録システム（NACSIS-CAT:CATaloging）は、我

が国の研究者の研究活動を支援するため、全国の大学

図書館等にどのような学術文献（図書－雑誌）が所蔵さ

れているかが即座に分かる総合目録データベースを構

築するシステムである。

目録システム
総合目録

データベース

大学図書館等

8 

この目録システムでは、データベースを効率的に形

成するため、標準的な目録データを参考にするととも

に、全国の図書館によるオンラインの共同分担入力が

行われている。

① 目録データ
の入力

大学図書館等

図書館目録

データベース



目録システムで構築される最新の総合目録データ

ベースを活用することにより、業務の効率化と、利用

者への文献提供の迅速化を図っているo

また、国立国会図書館や英国図書館原報提供セン

ター（BLDSC）への依頼機能も備えている。

図書館間相互貸借システム（NACSIS-ILL)
図書館間相互貸借システム（NACSIS-1しL: Inter-

Library Loan）は、大学等の研究者に学術文献を提供

するため、図書館どうしが図書や雑誌論文を相互に利

用し合うための連絡業務を支援するシステムである。

＠・・・・0000④文献の複写と発送。
⑤文献の提供． 
ψ 

大学図書館等

総合目録
データベース

大学図書館等

データベース登録状況
（平成11年6月現在）

目録所在情報サービス参加機関数
（平成11年6月現在）

・・・1r::a誕・・・
4,873,441 

39,434,748 

221 500 

3,304,238 

E置E墨置E霊園
誌

蔵

誌

蔵

書

所

書

所

図書

雑誌

9 

置調音甑彊・

99 

48 

318 

14 

1 18 

82 

679 

－彊謹圏直．． 
国立大学

公立大学

私立大学

共同利用機関等

短期大学・高専

その他

計



6.情報検索サービス（NACSIS-IR)

情報検索サービス（NACSIS-IR:Information 

Retrieval）は、学術研究情報を迅速かつ的確に研究者に

提供することを目的として、人文・社会・自然科学の分

野にわたって約9,000万件以上の学術情報を蓄積し、

オンラインにより提供している。

学術情報センターにおけるデータベースは、学術情報

センターが企画－作成したもの（作成データベース）、海

外等のデータベース作成機関かう導入したもの（導入デー

タペースト他の機関・研究者等が作成したものを受入し

たもの（受入データベース）の3種類に分類される。

作成データベース

〔法律分野〕

現行法令データベース

〔経済学分野〕

経済学文献索引データベース

〔理学分野〕

学術論文データベース第五系（理学）

〔化学分野〕

学術論文データベース第二系（化学）

〔電子分野〕

学術論文データベース第一系（電子）

〔医学分野〕

臨床症例データベース

〔全分野〕

（平成11年6月現在）

我が国の現行法令（憲法、法律、政令及び勅令）の全文情報

我が国の経済学関係の雑誌等に掲載された論文の書誌情報。

（備考 ：経済資料協議会が収集した、経済学分野の学術雑誌論文の書誌事項を記入した

データシートを情報源としている。）

我が国の学協会が刊行する学術雑誌に掲載される理学分野の論文の全文情報。

（図表等をファクシミリで出力可） 参加学会数 3 

我が国の学協会が刊行する学術雑誌に掲載される化学分野の論文の全文情報。

（図表等をファクシミリで出力可） 参加学会数 5 

我が国の学協会が刊行する学術雑誌に掲載される電子分野の論文の全文情報。

（図表等をファクシミリで出力可） 参加学会数

我が国の臨床医学分野の学協会が刊行する学術雑誌に掲載される症例報告論文の全文情

報。（全文はファクシミリで出力） 参加学会数 17 

科学研究費補助金研究成果概要データベース 文部省の科学研究費補助金により行われた研究の成果報告概要の情報。

科学研究費補助金採択課題データベース 文部省が科学研究費補助金の交付を決定した研究課題の索引情報。

学位論文索引データベース 我が国の国公私立大学等で博士号が授与された学位論文の索引情報。

学術関係会議等開催情報（日本学術会議編） 日本学術会議に登録している学協会が関係している囲内会議、国際会議等の開催予定情報。

学術雑誌目次速報データベース 我が国で刊行される大学紀要類、学協会誌、商業雑誌等の学術雑誌に掲載される記事の索

引情報。

学会発表データベース 我が国の学協会が主催する会議（大会 ・研究会等）における研究発表の概要情報。

学会予稿集電子ファイル

研究者ディレクトリ

データベース －ディレクトリ

民間助成研究成果概要データベース

参加学会数 70学会

第一系（電気 ・情報 ・制御） 16学会

第二系（化学） 4学会

第三系（建築 ・土木 ・造園）

第四系（生物学 ・農学）

第五系（理学）

第六系（工学）

第七系（医学）

第八系（人文 ・社会科学）

10学会

8学会

10学会

6学会

6学会

10学会

我が国の学協会が主催する会議（大会・研究会等）における予稿集記載の研究発表の索引情

報。（全文はファクシミリで出力） 参加学会数 25 

日本国内の大学等に所属する研究者のプロフィール、研究課題 ・発表論文等の情報。

我が国の大学等で作成 ・検索サービスされているデータベースの概要一覧。

民間の学術研究助成団体（助成財団）の研究助成金により行われた研究成果の概要情報。

参加財団数 45 
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目録所在情報データベース（雑誌）

目録所在情報データベース（図書）

導入データベース

〔人文科学分野〕

Arts and Humanities Citation Index 

〔社会科学分野〕

Social Sciences Citation lnde× 

〔経営学分野〕

Harvard Business Review 

〔自然科学分野〕

Science Citation Index Expanded 

〔科学技術分野〕

我が国の大学図書館等が所蔵する学術雑誌の目録 ・所在情報。

我が国の大学図書館等が所蔵する図書の目録 ・所在情報。

世界の主要な人文科学分野の雑誌に掲載された学術論文等の書誌情報及び引用文献情報。

Arts & Humanities Citation Index誌に対応するもの。

｛米国 Institutefor Scientific Information社｝

世界の主要な社会科学分野の雑誌に掲載された学術論文等の抄録付き書誌情報及び引用文

献情報。SocialSciences Citation Index誌に対応するもの。

［米国 Institutefor Scientific Information社］

Harvard Business Review誌に掲載された論文の全文情報。

［米国 HarvardBusiness School Publishing) 

世界の主要な科学技術分野の雑誌に掲載された学術論文等の抄録付き書誌情報及び引用文

献情報。ScienceCitation Index誌に対応するもの。

［米国 Institutefor Scientific Information社］

国会図書館科学技術欧文会議録データベース 国立国会図書館が所蔵する科学技術分野の国際会議、各種シンポジウム等の欧文会議録等

の書誌情報。 ［国立国会図書館］

ISTP & B 世界の主要な科学技術分野全般の会議録に掲載された研究発表の書誌情報。Indexto 

Scientific & Technical Proceedings誌及びIndexto Scientific Book Contents誌に対

〔数理科学分野〕

MathSci 

〔工学分野〕

COMPENDEX PLUS 

〔生命科学分野〕

応するもの。 ［米国 Institutefor Scientific Information社｝

世界の主要な数理科学関連分野（数学・統計学・コンビュータ科学）の図書、雑誌、報告集

等の抄録付き文献情報。MathematicalReviews誌等に対応するもの。 ［米国数学会］

世界の主要な工学分野における図書、雑誌記事、会議録等の抄録付き文献情報。

［米国 EngineeringInformation社］

Life Sciences Collection PLUS Marine 世界の主要な生命科学分野における図書、雑誌記事、会議録等に掲載された文献の抄録付

Biology and Bi0Eng1nee「1ng

〔医学・薬学分野〕

EMBASE 

〔全分野〕

国会図書館洋図書目録データベース

雑誌記事索引データベース

民間助成決定課題データベース

JPMARC 

LCMARC(Books) 

LCMARC (Serials) 

き書誌情報。 ｛米国 CambridgeScientific Abstracts社］

世界の主要な生物医学分野とその関連分野の学術雑誌に掲載された文献の抄録付き書誌情

報。ExcerptaMedica誌に対応するもの。 ［オランダ ElsevierScience社］

(EMBASE及びExcerptaMedicaはElsevierScience社の登録商標）

国立国会図書館が所蔵する洋図書の書誌情報。 ［国立国会図書館］

我が国の主要な学術雑誌に掲載された学術文献の索引情報。 ［国立国会図書館］

民間の学術研究助成団体（助成財団）が研究助成金の交付を決定した研究課題の索引情報。

［助成財団センター］

国立国会図書館に納本された日本国内で発行された図書の書誌情報。［国立国会図書館］

米国議会図書館（Libraryof Congress : LC）が作成する主として米国で発行された図書

の目録情報。 ［米国議会図書館］

米国議会図書館（Libraryof Congress : LC）が作成する欧文雑誌の目録情報。

［米国議会図書館｝
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受入データベース

［人文・社会科学分野］

大型コレクションディレクトリ

［人文科学分野］

文化財科学文献データベース

［印度学・仏教学分野］

印度学・仏教学研究者ディレクトリ

［音楽分野］

現代邦楽作晶データベース

［社会学分野］

社会学文献情報データベース

［教育学分野］

教科教育実践学関係資料（国語科）

データベース

［史学分野］

維新史料綱要データベース

我が国の国立大学図書館が収集している人文 ・社会科学系の特別資料の目録 ・所在情報。

［東京大学附属図書館］

文化財を対象とした自然科学的測定 ・分析に関する国内論文等の文献情報。

｛日本文化財科学会］

我が国で研究活動している印度 ・仏教学関係研究者のプロフィール及び発表論文情報。

［東洋文庫附置ユネスコ東アジア文化研究センター］

主として戦後に作曲された現代邦楽曲の目録情報。 ［大来記念日本音楽国際交流会］

日本人研究者が発表した／日本国内で発表された社会学関連の文献情報。［日本社会学会］

鳴門教育大学附属図書館で所蔵する教科教育実践学（国語教育）に関する資料の書誌・所蔵

情報。 ［鳴門教育大学附属図書館］

「維新史料綱要」（全10巻）の全文情報及び「大日本維新史料」の索引情報。

｛東京大学史料編さん所］

古文書目録データベース 東京大学史料編さん所が所蔵する史料複本（影写本等）に収録された日本史関係の古文書の

目録情報。 ［東京大学史料編さん所］

北海道大学北方資料総合目録データベース 北海道大学北方資料室が収集 ・所蔵する北方研究に関する文献の目録情報。

［北海道大学附属図書館］

木簡データベース 我が国で発掘された木簡の釈文（木簡に記載されている本文）及び報告書の索引情報。

［東洋史］ ［奈良国立文化財研究所｝

アジア歴史研究者ディレクトリ 我が国で研究活動している東洋史研究者のプロフィール、研究課題 ・発表論文等の情報。

［東洋文庫附置ユネスコ東アジア文化研究センター］

中央アジア研究文献索引データベース 我が国における中央アジア文化圏に関する学術文献の索引情報。

［東洋文庫附置ユネスコ東アジア文化研究センター］

中東 ・イスラーム研究文献索引データベース 我が国における中東及びイスラーム文化圏に関する学術文献の索引情報。

［東洋文庫附置ユネスコ東アジア文化研究センター］

［スラブ ・東欧文化］

スラブ地域研究文献データベース 我が国のスラブ ・東欧地域（旧ソ連 ・東欧）に関する論文等の書誌情報。

【北海道大学スラブ学文献研究会］

［ドイツ文学・ドイツ語学］

日本独文学会文献情報データベース 日本独文学会寄贈文献及び同学会機関誌「ドイツ文学」掲載論文等の書誌情報（一部抄録

を含む）。 ［日本独文学会］

［政治学分野］

ロシア外交史料館日本関連文書目録データ ロシア外交史料館で所蔵する日本関連文書のファイルの目録情報。

ベース ［稲葉千晴、ロシア政治百科事典編纂委員会］

［化学分野］

化学センサーデータベース 化学センサーの作成法 ・特性及び研究報告 ・特許資料等の文献情報。

［横浜国立大学化学データベース委員会］

化学と教育誌データベース 日本化学会「化学と教育J誌に掲載された論文等の抄録付き索引情報。 ［日本化学会］

［物理化学分野］

電気化学データベース 電気化学反応パラメータ及び電解質溶液の物理化学パラメータに関する数値情報及び文献

情報。 ｛横浜国立大学化学データベース委員会］
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［生物学分野］

RAMBIOS 

〔工学分野〕

学協会集会スケジ‘ュ－）レ（日本工学会編）

〔建築学分野〕

日本建築学会文献索引データベース

〔医学 ・薬学分野〕

日本の医学会会議録データベース

〔地理学分野〕

地理学文献データベース

〔家政学分野〕

家政学文献索引データベース

情報検索サービスの利用

利用者の範囲

分子生物科学諸分野のレビュー文献の索引情報。 [RAMBIOS刊行会］

日本工学会所属の学協会が関係している大会・研究会等の開催予定状況。 ［日本工学会］

日本建築学会が発行する建築雑誌、論文報告集、学術講演梗概集、研究報告集などに掲載

された論文の索引情報。 ［日本建築学会］

日本国内で開催された医学・医療・薬学に関する学会、研究会の予稿集、抄録集、会議録

の書誌情報。 ［国際医学情報センター】

日本国内で刊行された、地理学及び隣接関連分野に関する文献情報。 ［人文地理学会］

我が国の家政学関係の雑誌に掲載された論文等の索引情報。 ［日本家政学会］

(1）国公私立等の大学・短期大学・高等専門学校、大学共同利用機関等並びに文部省及び

文化庁の施設等機関等の研究職員及び図書館職員、大学院生。

(2）学会の正会員、国立試験研究機関及び特殊法人－学術研究法人の研究職員及び図書館

職員、海外の高等教育機関・研究機関の研究職員等。

利用料金

(1）作成・導入データベースは、接続料 1分間50円、ヒット料 1件当り 13円

(2）目録系－受入データベースは、接続料 1回接続ごとに30円

利用時間

月曜日から金曜日は、9:00～翌日2:00、土曜日は、9:00～14:00
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7.電子図書館サービス（NACSISモLS)

電子図書館サービス（NACSIS-ELS: Electronic 

Library Service）は、学術雑誌のページをそのまま電

子化し、書誌情報とともに検索できるようにした情報

サービスで、インターネット上で利用できる。

研究者の持つコンビュータの上で、標題や著者名等

の情報を手がかりに論文を得ることができるほか、雑誌

の表紙や目次から記事を探し、ページをめくるように読

んでいくこともできる。また、プリンターへの高品質の

印刷も可能である。

現在の収録状況は、日本の学協会の発行する学術雑誌

が中心で、協力学協会の増大により提供可能な情報の拡

充に努めている。

【学術情報センタ－J
電子図書館サービス（NACSIS-ELS)

.. 
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HOlll. U闘のf>•tt. 住・....’‘’”・・・綱貸し口、‘ #.l't. a，処の・帽に哨・τの，.. s 
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14 

ィνターネット



8.研究者公募情報提供サービス

大学等における教員等の公募制については、大学審

議会答申等において、教員の流動性を高め、多様な経

歴・経験等を持つ優れた人材を確保する方法として有

効であり、今後一層積極的に活用していくべきことが

提言されている。

これを受けて、学術情報センターでは、平成9年5月

から、各大学等から公募情報を収集し学術情報ネット

ワークを介して公開する「研究者公募情報提供サービス」

を開始した。サービスの概要は、以下のとおりである。

(1) 公募情報の収集

国公私立等の大学－短期大学・高等専門学校及び大学

共同利用機関等の研究者の公募情報について、各大学等

E罰百関蓮酉Z軍国

1 .公募情報の提供（登録）

から、 ①公募文書の郵送、 ②フロッピーテ、ィスクの郵送

または電子メールの送付、③当該ホームページの報告、

のいずれかの方法で提供を受ける。

(2) 公募情報の公開

収集された公募情報は、学術情報センターにおいて

データベース化し、速やかにWWWで公開する。

(http://cis.nacsis.ac.jp/) 

データベース化された公募情報を調べる手がかり

として、公募情報中の任意の単語で検索する「キー

ワード検索」と地域名、機関名を順次たどりながら検

索する「テ、ィレクトリ検索」の2とおりの方法を用

意している。

~~； 電
I !f'f'n森 砂防
九ふ D 
首・：，「－－
弘 、！， 官う

反イ

4.応募

（応募者・研究者）

3.公募情報の利用
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9.事業の国際展開

目録システム（NACSIS-CAT)
平成3年3月かう平成ア年3月の問、英国の日本語

資料を取り扱う主要な研究図書館と目録システムの試

用プロジ、工クトを行ったo

平成7年度からは、これらの機関は正式な参加機関

となり、インターネットを用いて目録システムを利用

しており、平成9年度までに 10万件以上の所蔵登録

を行っている。

英国の目録システムへの参加は、次のア機関である0

・英国図書館オリ工ンタル・コレクション部

・ケンブリッジ大学図書館

－オックスフォード大学ボドリアン図書館

－シェフィールド大学東アジア研究部図書館

．スターリング大学日本研究センター図書館

．ロンドン大学東洋学部図書館

－国際交流基金ロンドン日本語センター

また、平成9年度かう国際交流基金パンコック日本

文化センターが正式芯参加機関となった。

さらに、平成 10年度から、日本と中国との聞の学

術情報流通の促進を図ることを目的とした中国との学

術情報交流ブロジ、工ク卜が開始され、北京日本学研究
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センターの情報化支援を実施している。平成 11年6

月現在約 1万3千件の所蔵登録を行っているo

とれらにより、日本国内の研究者がこれらの機関の

目録所在情報を検索できることとなったo

図書館間相互貸借システム（NACSIS-ILL)
平成6年4月から、図書館間相互貸借システムと英

国図書館原報提供センター（BLDSC）の相互貸借システ

ム（ARTTeL)を接続し、図書館間相互貸借システムを

用いて英国図書館原報提供センタ－へも園内機関と同

様に文献複写及び現物貸借の申し込みが可能になったo

情報検索サービス（NACSIS-IR)
平成5年8月から、海外の高等教育－学術研究の発展

に資することを目的とする海外の政府機関・政府関係機

関等に対し、データベースのサービスを開始した。海外

機関ヘ提供可能なデータベースは、本センターが企画、

作成したものや他の機関・研究者が作成したものである。

海外情報検索サービスは、アメリ力、イギリス、ド

イツ、オランダ、オース卜ラリア及び韓国の大学、図

書館等で利用されている。



10. 計算機システム

目録所在情報／情報検索システム

目録所在情報及び情報検索システムは、汎用大型計

算機システム（HITACMP5800/3 l 0、MP5000H)

及びオープンシステム対応のUNI×サ－／＼（SUN

SparcCenter 2000E、SparcServerl OOOE）で構

成されており、大規模かつ多種類のデータベースに対

応するとともに、従来システムとの互換性を保ちつつ、

多種多様芯利用者のコンピュータ環境や、新技術への

対応等を実現している。

目録所在情報システム

UNIXサーバ

SparcServe「
lOOOE 

（新CATml止国

メインフレーム

HITAC 
MP5800/31c 
（現行CAT/ILIJJ

UNIXサーバ

SparcCenter2000E 

電子図書館システム
電子図書館システムは、高性能な UNI×サーバ

(Fujitsu S-7 /7000Uモデル1000等）と大容量記

憶装置で構成されており、学術雑誌をそのまま電子化

した電子図書館サービスの運用に対応している。

情報検索システム

メインフレーム

HITAC 
MP5000H 
（現行lR) 

UNIXサーバ

SparcServer 
lOOOE 
（新lR) 

UNIXサーバ

SparcCenter2000E 

データベース
利用者管理サーバ

サービスサーバ

S・7/7000U

モデル1000
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研究開発

研究開発の特徴
学術情報システムは、全国の大学等の情報処理関係施

設－図書館等をつないで、その所蔵する情報資源を共同

利用する一方、乙れら機関の研究者間の研究情報交換

のためのネットワーク・サービスの提供を行うことを目

的としている。したがって、学術情報コンテンツはもち

ろん、その処理と伝達のための八一ドウェア、ソフト

ウェア及び利用のためのアプリケ－ションの研究開発

を行っている。

学術情報センターにおける研究開発は、この事を反

映して5つの特徴を備えている。第 1に、学術情報シ

ステムは我が国の大学を中心とする研究者全体をサー

ビス対象とした多様な構成要素かう成る極めて大規模

なシステムである。第2に、学術情報システム自体が

発展著しいものであるため、先端的な研究開発が求め

られている。第3に、実用に耐えるシステムの構築・

運用という具体的な目標がある。第4には、このシス

テムが人間・機械系を含む社会システムであることか

ら、理工学的及び社会科学的アプローチを統合する学

際的な研究開発である。そして第5には、海外各国と

の学術情報の流通に貢献するための国際性である。こ

れらの特性を踏まえた研究開発では、部門の研究の他に

他の研究機関との共同研究や、東京大学の大学院教育

へも参加している。

専門分野ごとの研究活動
研究開発部の活動は、専門分野の知見を活かした縦構

造の研究体制と、ミッションに従った異なる専門分野の

協力による横構造のプ口ジ、工クト体制との二つの型に大

別できる。専門分野に基づく研究活動は次のようである。

学術情報研究系

広く学術情報の生産－流通－利用－管理をめぐる様々

な研究開発を行っているo国際サービスのための文字

種表記等を視野に入れた図書館の目録システムの開発

や目録所在情報の標準化に関する研究、自動キーワー

ド抽出等の情報検索の高度化技法の研究開発、全文

データベースを利用した電子図書館・電子出版等の研

究開発、学術データベースの構築－管理手法、および

形成の効率化、評価、晶質管理等に関する研究開発、研

究者の学術情報利用行動等の調査研究、学術情報を媒

介する自然言語を中心とした記号体系の定式化と計算

機への応用に関する研究等を行っている。
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システム研究系
学術情報システムを実現するための大規模データベー

ス－システムの設計と開発、分散処理システムに関する

研究開発から始まって、システムの効率的運用のための

技法の開発、学術情報システムの構築に必要な各種ソフ

トウェアに関する研究開発、ネットワーク技術の研究開

発等を行っている。

さらに、学術情報サービスの国際的流通に関する研

究、マルチメディアの総合処理システムの研究、超高

速通信方式や超高速画像情報処理の研究も行っている。

開発研究系
次世代学術情報基盤に関する具体的テーマについての開

発研究を行うと共に、開発ブロジ、工クトの企画・調整及び

評価を行うために開発研究系が本年度より設置された。

ごとには、開発統括研究部門の他に2つの客員部門

がある。高品質ネットワーキング開発研究部門ではネッ

トワークの昂質を保証する新しいプロトコルの開発や評

価、フルテキス卜コンテンツ開発研究部門ではフルテキ

ストコンテンツの構築とその有効利用、テキス卜処理関

連研究の共通基盤などについて開発研究を行っている。

研究動向調査研究系
テーマの選択から最終的な論文の発表まで、研究活

動がたどる一連の過程は、その成果が再び次のテーマ

の発掘につ芯がるというサイクル的性質を内蔵し、こ

れは引用文献等のデータとして提示されている。研究

論文を収めた書誌データベースにマクロな分析を加え

ることによって成果を挙げてきた計量書誌学は、ヲ｜用

文献をその分析対象に加えることによって、このサイ

クル的性質を踏まえた論文聞の関係の分析に発展し、

研究動向の計量的な把握の手段としてますます重要性

を帯びてきた。本研究系は、研究動向の計量的把握の

手法を洗練させる一方、応用分野として、我国の学術

研究の動向把握、国際比較及び研究動向調査のための

データベースの研究等の研究調査を行っている。

プロジ‘工クト型の研究活動

研究開発部における研究活動の第2の型は、各研究

部門の別を越えて、特定のテーマに応じてそれぞれの

プロジェク卜・チームを編成して研究開発に当たる、

横構造のものである。

これらの代表的なものについて以下に示す。



科学研究費

基盤研究（AX2) 日本情報の国際共有に関する研究 内藤衛亮 平成10～ 12年度
電子学術コンテンツの形成と学術電子図書館拡大の国際動

向に関する調査研究 根岸正光 平成ll～ 13年度
科学－文化情報のデジタル資産のグローバル共有に関する

実証研究 小野欽司 平成ll～13年度

基盤研究（BXl) 「ポストドクター等1万人支援計画」達成後の若手研究者の
要請・確保に関する調査研究 枝川明敬 平成10～ ll年度

基盤研究（BX2) 超高速国際研究ネットワークの相互接続と相互調整に関す

る学術調査 猪瀬 1専 平成10～12年度

基盤研究（cX2) インデクス構造化による多言語情報検索の実現 安達 、／子c::コ 平成ll～ 13年度

奨励研究（A) マルチメディア応用システムのための映像情報中の人物の

検出－識別及び情報抽出 佐藤真一 平成10～ ll年度
マルチメディア電子図書館のための視覚的検索システムの

実現とその評価 片山紀生 平成10～ ll年度
部分的三次元化による多眼動画像の圧縮に関する研究 後藤田洋伸 平成10～ ll年度
画像内容素の階層モデルに基づく衛生画像データベースの

内容検索手法 北本朝展 平成10～ ll年度
テキス卜の内容構造記述用テンプレートの自動生成 神門典子 平成10～ ll年度
グループ活動を支援するための情報検索および情報共有シ

ステムに関する研究 杉本雅則 平成10～ll年度

研究成果公開促進費（データベース）

学会発表ブレプリント電子ファイル 猪瀬 博 平成元～15年度
経済学文献データベース 根岸正光 平成2～ll年度
症例報告データベース 小山照夫 平成2～ 15年度
学術論文データベース 大山敬三 平成4～ ll年度
電子図書館原文書データベース 安達 、／子c::コ 平成6～ 15年度
中央アジア及びイスラーム圏文字を含む書誌型データベース 内藤衛亮 平成8～ ll年度
学部・学科変遷データベース 孫 媛 平成9～ ll年度
大学等研究組織が保有する電子化文書総合データベース 高須淳宏 平成10～ 15年度
学術用語データベース 旦庁Jノミ／問ヰ者 峡 平成ll年度

特別研究促進費調和のとれた教育、学術及び科学技術の政策形成に関する

調査研究 小山照夫 平成ll～ 12年度

中核的研究機関支援プログラム

学術情報の高度化および次世代情報ネットワークの構築に

関する研究 小野欽司 平成ア～ll年度

学術情報センター共同研究員

日本における国際書誌調整の研究 内藤衛亮 平成6～ ll年度
映像情報の内容に基づく自動索引情報生成に関する研究 佐藤真一 平成9～ ll年度
電子環境における情報利用行動の研究 野末俊比古 平成10～ ll年度
科学技術論文の蓄積・処理とその検索支援に関する研究 影浦 峡 平成10～ll年度
電子情報メディアの活用と社会に関する研究 後藤田洋伸 平成ll年度
先進的ソフトウエア工学の研究 上野晴樹 平成ll年度
高等教育を対象とするInternetを用いた遠隔教育の研究 上野晴樹 平成ll年度
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カタカナ語の発声解析を用いた言語横断検索用日英専門用

語辞書の自動構築に関する研究 神門典子 平成ll年度
文書聞の関係の可視化によるテストコレクションの特徴分析 神門 典子 平成ll年度

受託研究 マルチメディア情報のインタラクティブな利用に関する調

査研究 小野欽司 平成8～ ll年度
高度分散情報資源活用のためのユ－ビキタス情報システム

に関する研究 安達 、J子c:::ョ 平成8～ 12年度
ネットワークに基づく分散型地球環境データベースの構築 小野欽司 平成9～ ll年度
設計・生産知識の体系化 告岡真治 平成9～ ll年度
分散情報資源の統合的活用 高須淳宏 平成10～ ll年度
研究開発用ギガビ、ツトネットワークに係る共同研究 浅野正一郎 平成10～ ll年度
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12. 教育研修事業

教育研修プログラム
本センターでは、学術情報の流通を促進するため、

学術情報及び学術情報システムに関する教育研修事業

を推進している。本センターが提供する各サービスに

関する知識、技能の習得を目指す講習会を中心に、短

期・長期の各種プログラムを開催している。

学術情報センターシンポジウム

本センターの研究開発や事業活動に関連し、発表と討

議を行うもので、例年東京と関西地区で開催している。

学術情報センター －セミナー

高度化する学術情報システムの環境に対応できる知

識と技術を修得し、大学等の機関において学術研究活

動を支援する要員を養成する。

｜教育研修事業の推移｜

また、高速ネットワーク環境を活用した教育研修シ

ステムの開発、各種カリキュラムやコースウェア等の

作成、テキス卜や教材、ビデオ等の作成などの研究開

発活動も進めている。

総合目録データベース実務研修

目録所在情報サービスを利用している図書館におい

て、目録業務担当者の指導や、講習会の講師を行う等、

各館の中核となる高度な知識と技術を有する目録担当

職員を養成する。

情報ネットワーク担当職員研修

大学等において情報ネットワークの運用管理に携わ

る職員を対象に、情報ネットワークに関する最新かっ

高度の知識及び専門的技術を修得する研修。

NACSIS-IRデータベース実務研修

NACSIS-IRの利用説明会や講習会等を実施しよう

としている機関において、講師等を行うことができる

中核的職員を養成する。

目録システム講習会

目録所在情報サービスを利用している図書館におい

て目録システム業務を担当する職員を対象に、システ

ムの運用に関する知識－技術を習得する講習会。

受講者数
〆研修講習会 口 研修講習会 口 支援事業
受講者数累計 」」 受講者数 ］ 受講者数

受講者数累計
（人）

13000 

（人）

3000 

2500 

2000 

1500 

1000 

500 

12000 

11000 

10000 

。！ 日ーキ伊ザオ ｜，｜ ｜，｜ ｜ー｜ I. I I. I I. I I. I I. I I. I I. I ｜。
S61 S62 S63 H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 HS H9 HlO 
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また、受講機会の拡大を図るため、各地の大学図書

館と共同主催で、本センターで実施しているものと同
等の地域講習会も開催している。

ILL(図書館間相互貸借）システム講習会

ILL業務担当職員を対象に、システムの運用方法及
び端末操作等に関する知識－技術を習得する講習会。

また、受講機会の拡大を図るため、各地の大学図書

館と共同主催で、本センターで実施しているものと同
等の地域講習会も開催している。

NACSIS-IR（情報検索システム）講習会

情報検索システム、 NACSIS-IRの利用者及び代行

検索を行う担当者を対象に、 NACSIS-IRに関する基
本的な知識・技術を習得する講習会。

また、受講機会の拡大を図るため、各地の大学図書

館等と共同主催で、本センターで実施しているものと
同等の地域講習会も開催している。

情報処理軽井沢セミナ－

大学等の研究機関の情報関連担当職員を対象に、情

報処理の最新技術理論を習得するためのセミナー。国

際高等セミナーハウスにおいて実施している。

大学・学会等の利用者講習への支援活動

各大学等の主催で行われる各種の学術情報システム関

連の講習会、研修に対し、本センターシステムの利用者

番号の貸出し、標準的力リキユラムの提示や各種テキス

卜、資料の提供等の支援活動を行っているo

国際研修

海外で日本研究資料をサービスしている図書館員等に

対し、本センターで提供しているNACSIS-IR、Webcat

等の知識・技術を習得するための研修を関連機関と協力

して実施している。

「中国との学術情報交流プロジ、工ク卜」の一環として、

北京日本学研究センタ－図書資料館の担当者への研修も

実施している。

〔総合目録データベース実務研修（Hl 0. l 0）〕
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〔国際研修：日本研究司書研修（Hl l. l)〕

教育研修用教材ビデオ

教育研修用教材として以下のビデオを作成している。

学術情報のナビゲータ－NACSIS-IR ( l 999.3) 
Welcome to NACSIS-IR ( l 995.3) 
Introduction to NACSIS-IR ［英語J( 1998. l) 
NACSIS-CAT概論［図書J( 1997.3) 
NACSIS-CAT概論［雑誌J( 1998. l) 
NACSIS-CA丁目録情報の基準［図書J( 1998. l) 
NACSIS-CA丁目録情報の基準［雑誌J( 1998. l) 
NACSIS-CAT検索総論［図書編J( 1998.3) 
NACSIS-CAT検索総論［雑誌編J( 1998.3) 
NACSIS-CAT総合目録データベースの品質管理

NACSIS-1しし概論（1998. l) 
( 1999.3) 

NACSIS-ILL基本操作－応用操作（1998. l) 
ネットワーク管理の基礎技術（1998.3) 

刊行物

平成9年度学術情報センターシンポジウム講演記録
として、以下を刊行した。

全文検索 －技術と応用－

編者：学術情報センター

発行所：丸善株式会社

刊行年：平成 10年 ll月

〔国際研修：北京日本学研究センター図書資料館員研修（Hl l. l）〕



広報活動

圃利用説明会

目録所在情報サービスの未接続機関を対象とした

「目録所在情報サービス利用説明会」、情報検索サービ

ス及び電子図書館サービスをこれから利用する国公立

試験研究機関や学会等の研究者を対象とした「情報検

索サービス－電子図書館サービス利用説明会Jをそれ
ぞれ開催している。

〔目録所在情報サービス利用説明会〕

〔情報検索サービス・電子図書館サービス利用説明会〕

・出展

学術情報センターでは、各種展示会に出展し、電子

図書館サービス、情報検索サービス、目録所在情報

サービスの実演を行っている。

・刊行物

・情報検索サービス・電子メール関係

NACSIS利用の手引 く情報検索－電子メール〉

一概要／申請手続き編－ 第4版（l 996.4) 

NACSIS-1円データベースシート

電子メールシステム利用者マニュアル第4版（1998.5) 
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〔データベース’98TOKYOでの出展風景〕

・目録所在情報関係

目録所在情報サービス利用の手引第4版（1994.4) 

目録システム利用者マニュアル

データベース編 －第3版－ ( 1997.12) 

検索編－第4版一（1998.3) 

登録編－第4版－ ( 1998.3) 

入門編 ( 1999.3) 

ILLシステム操作マニュアル第4版（1999.3) 

学術雑誌総合目録和文編（1996年版）

学術雑誌総合目録欧文編（1998年版）

学術雑誌総合目録CD-ROM( l 996年版）

・報告書等

学術情報データベース実態調査報告書

研究者・研究課題総覧（1996年版）

外部評価委員会報告書（1997.10)

教官総覧平成 10年度（l 998. l 0) 

創立十周年記念誌（l 996. l l) 

研究開発論文集－創立十周年記念－( 1996. l l) 

・逐次刊行物

学術情報センタ－要覧

学術情報センタ一年報

学術情報センタ一紀要

学術情報センタ－ニュース

NACSIS Newsletter 

オンライン－システムニュースレター

・ビデオテープ

学術情報のトータルネットワークを目指して（1989.3)

文部省学術情報センター 1996 

ーすべての研究者とそれを支える人達へ－（1996.l l) 



評議員・運営協議員・参与・名誉教授14. 

学術情報センタ－教育研修部長

研究開発部長

研究主幹

研究主幹

研究主幹

研究主幹

教授

教授

教授

（平成 ll年6月現在）

／／ 

20名

・参与
広く学術情報システムに関する諸問題について所長の諮問に応じる。

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

意

向

司

亮

郎

光

俊

彰

淳

夫

欽

衛

正

正

光

B有

田

野

藤

野

岸

鳥

津

達

山

漬

小

内

浅

根

羽

宮

安

小

・評議員
センターの事業計画その他の管理運営に関する重要事項について所長に助言
する。

天城 勲側高等教育研究所理事長

石井米雄神田外語大学長

井内慶次郎 償却日本視聴覚教育協会会長

植之原道行 NECResearch Institute.Inc.chairman 

岡本道雄 償却国際高等研究所特別顧問

小山弘志 国文学研究資料館名誉教授

戸張正雄国立国会図書館長

中村守孝 科学技術振興事業団理事長

福村晃夫 中京大学情報科学研究科長

John Fl.Pierce 力リフォル二ア工科大学名誉教授

Lewis M. Branscomb 八一バード大学名誉教授

Edward E. Oavid.J「． 元米大統領科学顧問

カルフォル二ア大学パークレイ校教授

ラトガース大学副学長

14名（五十音順）

日本電信電話株式会社代表取締役副社長

大阪大学名誉教授

KOO株式会社代表取締役副社長

横浜市中央図書館長

国立学校財務センター所長

北海道情報大学長

東京電機大学名誉学長

償却新国立劇場運営財団理事長

学位授与機構長

白鴎大学長

国立民族学博物館名誉教授

東京家政大学長

高知工科大学長

慶藤義塾常任理事

津田塾大学名誉教授

側）神奈川科学技術アカデミー理事長

学術情報センター名誉教授

国立極地研究所名誉教授

国文学研究資料館長

東京大学名誉教授

20名 （五十音JI！貢）

晴利
献

欣

公

線

誠

仁

男

吾

宏

孟

丸

明

司

晴

郎

子

郎

雄

郎一
一
盟
国

安

潤

美

｛

由

吉

岡

三

龍

達

陽

木

田

日

青

稲

崎

田

崎

野

村

田

村

山

木

水

松

橋

満

倉

田

田

野

々

岩

梅

大

大

岡

木

木

小

佐

清

末

高

天

長

西

松

松

森

Lotfi A. Zadeh 
．運営協議員

共同研究計画に関する事項その他のセンターの運営に関する重要事項で所長
が必要とみとめるものについて所長の諮問に応じる。 James L. Flanagan 

北海道情報大学長

人事院人事官

中京大学情報科学部教授

男

信

雄

勇

・名誉教授

大野公

市川惇

西田龍

山田尚
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大阪産業大学工学部教授

前学術情報センター副所長

東北歴史博物館長

東京理科大学総合研究所教授

東京大学大学院総合文化研究科教授

成際大学法学部教授

東京国際大学商学部教授

金沢工業大学客員教授

麗津大学国際経済学部教授

中京大学情報科学部教授

図書館情報大学副学長

群馬大学生体調節研究所長

（以上五十音順）

勤

如

弘

雄

子

宏

盤

晃

男

勇

雄

己

茂

晴

玲

龍

公

尚

毅

克

達

上

田

田

田

野

水

塚

川

田

本

林

安

井

岡

黒

黒

堕

清

手

宮

山

山

若



職員
（平成 11年6月現在）

次

明

俊

保

治

博

明

勇

貫

君ま

彦
彰

達

峡

朝展

洋伸

俊比古

幸

継

茂

秀

文

幸

光

宏

本

房

田

野

本

辺

上

施

藤

潰田

塚田

宮津

橋爪

影浦

北本

後藤田

野末

岸

花

吉

平

柿

渡

測

布

京

岡係長

理部

管理部長

総務課長

会計課長

共同利用課長

業部

事業部長

システム管理課長

ネットワーク課長

データベース課長

目録情報課長

教育研修部

教育研修部長（併）

研修課長

学術情報システム教育室長（併）

教授（併）

助教授（併）

助手（併）

助手（併）

助手（併）

管

事
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苗
寸

司

亮

彰

亮

達

樹

子

生

峡

古

二

伸

史

一

己

治

雄

郎

巳

看

郎

司

俊

宏

一

比

一

一

俊

浩

洋

博

孔

正

真

智

正

勝

正

欽

光

淳

真

純

子

平

生

郎

則

洋

郎

郎

之

史

展

也

光

二

之

俊

光

夫

敬

宏

晴

媛

一

一

彰

偉

紀

宗

雅

浩

健

貴

英

朝

和

正

俊

弘

光

正

照

明

光

正

一
淳
一
二
酒
［
居

欽

衛

衛

宏

春

典

宇

敬

j頼

野

藤

津

藤

爪

野

門

浦

末

口

田

部

内

津

岡

上

野

山

田

野

野

島

須

藤

方

津

藤

小

内

宮

内

橋

上

神

計

影

野

江

後

細

竹

西

舌

井

浅

丸

潰

浅

小

羽

高

佐

松

相

越

片

日

杉

孟

植

相

藤

上

北

児

根

阿

加

羽

根

小

枝

福

矢

孫

山

高

本

木

原

野

岡

本

玉

岸

部

藤

鳥

岸

山

川

田

野

達

山

井

猪

安

大

松

所長

研究開発部

研究開発部長（併）

学術情報研究系研究主幹（併）

教授

教授

教授

教授

助教授

助教授

助教授

助手

助手

助手

助手

助手

助手

助手

助手

システム研究系研究主幹（併）

教授

教授

教授

教授

教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助手

助手

助手

助手

助手

助手

助手

助手

助手

助手

開発研究系研究主幹（併）

助教授

助手

研究動向調査研究系研究主幹（併）

教授

教授

助教授

助教授

助教授

助教授

情報研究の中核的研究機関創設準備室

室長（教授）

教授

主幹



小石川分館惨

（所長－副所長・管理部）

東京大学小石川植物園内にある施設を使用。

建物は明治9年に東京医学校（現東京大学医学部）本館と

して建築されたもので、昭和44年に小石川植物園内に移

築。昭和45年に国の重要文化財に指定されている。

本館・別館・小石川分館案内図

新宿

教育の森公園
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4本館・別館
（事業部・教育研修部・研究開発部）

筑波大学大塚地区E館の一部を使用。

東京大学理学部附属積物園

学術情報センター小石川分館
（所長・副所長・管理部）



メインシステムコンビュータ室

千葉分館案内図

新宿

27 

4千葉分館
平成6年ll月に竣工。計算機

システム及び、学術情報ネットワー

ク関連の機器類を配置。

メインシステムコンソール室



4国際高等セミナーハウス
（長野県軽井沢）

平成9年3月に竣工。国際会

議、各種セミナー、研修等に使用。

室ナ一ミセ

国際高等セミナーハウス案内図
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NACSIS 
文部省 学術情報セシター
National Center for Science Information Systems 

URL http://www.nacsis.ac.jp/ 

干 112-8640東京都文京区大塚3-29-1

TEL 03-3942-2351 （代表）

（千葉分館）

干263-0022千葉県千葉市稲毛区弥生町1-8

TEL 043-285-4911 （代表）
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